
　【高齢者・障害者の安全な食事介助について】

R6.2.16 口腔ケア研修

看護連携新聞

令和６年４月 春号

今回集合研修の形で、４５名の参加者がありました。実際に自分でバナナやカステラを食べ、どん

な状態で口の中に入り咀嚼し嚥下するのか体験したり、利用者の立場になり口腔ケアを受けたりし

たことで、とても分かりやすい研修であったと感想をいただきました。中には、ケアをされる側の

気持ちが理解できたという声もあり、個々に学ぶ事が多くあった研修でした。

※アンケートで意見も頂けましたので、今後の研修に活かせればと思います。
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